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FAOが発表した森林資源に関する包括的な報告書
「世界森林資源評価（FRA）2010」によると、世界で
は急速に進む森林減少や森林劣化、原生林の減少
により、森林における生物多様性が脅威にさらされて
います。2000年から2010年にかけて、世界で毎年
約1,300万haの森林が他の用途（農地を含む）に転
用されたり、自然災害により消失しています。ただし
この数字は1990年代（毎年1,600万ha）に比べれば
減少しており、多くの国で、保護地域の指定など森
林の生物多様性保全に向けた前向きな傾向もみられ
ます。生物多様性の保全のために指定された森林の
面積は、1990年以降9,500万ha以上増加し、現在、

4億6,000万ha以上（世界の森林の12%）となってい
ます。
「FRA2010」は、233の国・地域のデータに基づき、
森林資源量や生物多様性に加えて、森林の状態、
生産的機能、森林の保護的・社会経済的機能を含
む7つのテーマを考察しています。（10 / 4、ローマ）

関連ウェブサイト
Global Forest Resources Assessment 2010：www.fao.org/forestry/
fra/fra2010
World deforestation decreases, but reamains alarmingly high：
www.fao.org/news/story/pt/item/40893
Forestry Department：www.fao.org/forestry
FAO日本事務所：プレスリリース：森林の生物多様性は危機に直面している：
http://www.fao.or.jp/media/press_1001004.pdf

高率で推移する森林減少は森林の生物多様性に打撃を与える
©FAO / K. Boldt
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森林の生物多様性が危機
――しかし保全の努力は進んでいる
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養殖産品に関する世界初の認証ガ
イドラインが、FAOの養殖小委員会
で承認されました。養殖産品の認
証はここ数年で急増していますが、
世界的に合意された基準や原則は
これまでありませんでした。この後、
2011年1月のFAO水産委員会（CO 

FI）において承認が求められる予定
です。ガイドラインに法的拘束力は
ありませんが、適用した国の消費者
は、これから買おうとしているエビの
養殖地が沿岸のマングローブ林を傷
つけていないか、漁業者が公正な
賃金を得ているか、魚介類が汚染
されていないかといったことを知るこ
とができます。また、世界の漁業者
の8割を占める小規模漁業者のため
に、認証システムの開発や遵守に関
する能力開発も行うよう求めていま
す。ガイドラインは4年をかけて各
国政府や生産者、加工、取引業者
の間で協議されました。（10 / 1、ロ

ーマ／プーケット）

養殖産品に関する
世界初の認証ガイドライン

関連ウェブサイト
Aquaculture fact sheet：www.fao.org/filead 
min/user_upload/newsroom/docs/Aquacul 
turefactsheet.pdf
FAO Fisheries and Aquaculture Department：
www.fao.org/fishery
State of World Fisheries and Aquaculture：
www.fao.org/docrep/011/i0250e/i0250e00.
htm

バングラデシュは、気候変動の影響
により、たび重なるハリケーンや塩
害などの被害に悩まされています。
同国は過去40年間にコメ生産を3

倍に増やしてきましたが、今後はさ
らに、気候変動や人口増加に対応
する新たな戦略が求められています。
このため政府は、南部デルタの農業
を拡大するため、FAOや他のパート
ナーとともに、水管理やインフラ整備、
農業技術の普及を行っています。す
でに沿岸部では、塩害などに耐性
のある穀物品種の導入が増収をも
たらしています。（10 / 7、バリサル／ク

ルナ）

人口増加と気候変動に
立ち向かうバングラデシュ

関連ウェブサイト
FAO and climate change：www.fao.org/clima 
techange
FAO Initiative on Soaring Food Prices：www.
fao.org/isfp
Bangladesh country profile：www.fao.org/co 
untryprofiles/index.asp?lang=en&ISO3=BGD
Bangladesh Livelihood Adaptation to Climate 
Change（LACC）Project：www.fao.org/climate 
change/laccproject

各国政府やさまざまな機関・団体が、食料安全保障と栄養不良に関わる主要な政策課題について討議した 
©FAO / Asim Hafeez

養殖業は世界で最も急速に発展している食料セクタ
ーのひとつである ©FAO / M. Namundjebo

国連の政府間組織である世界食料安全保障委員会
（CFS）が開催され、各国政府や国連機関、市民社
会組織（CSO）が、重要な政策課題について5日間
にわたって討議しました。いわゆる「農地争奪」の問
題については、FAOが進める土地・天然資源利用
の責任ある管理に関する任意ガイドラインの作成プロ
セスを支持し、大規模プランテーションと小規模農
民がそれぞれ果たしている役割について、専門家パ
ネルに調査を求めました。このほか、食料価格の変動、
気候変動といった課題に加え、紛争や自然災害によ
って危機が長期化している国々への取り組みについて
も討議がなされました。
今回の委員会は、世界の農業と食料安全保障のガ
バナンスにおいて中心的な役割を果たすためにCFS

が行った組織改革後、初めてとなる開催で、NGO

やCSOも決定プロセスに参加しました。（10 / 19、ロ

ーマ）

関連ウェブサイト
Committee on World Food Security - final report：www.fao.org/
fileadmin/templates/cfs/Docs0910/CFS36Docs/K9352E_CFS_36_
Final_Report_Without_Appendices.pdf
Committee on World Food Security：www.fao.org/cfs/cfs-home/
cfs-36
Hunger portal：www.fao.org/hunger
The State of Food Insecurity in the World：www.fao.org/publica 
tions/sofi

食料安全保障委員会、
改革後初めての開催



１０月に名古屋で開催された生物多様性

条約の第１０回締約国会合（ＣＯＰ１０）で

は、ＦＡＯは、世界農業遺産システム、

山地における生物多様性などのワークシ

ョップを開催するとともに、ハイレベル

会合で演説を行うなど積極的に参加して

きました。今後とも、生物多様性を重視

し、生物多様性条約の推進に貢献してい

く考えです。

生物多様性と農業の関係については、農

薬や化学肥料の大量使用という農法を念

頭に置いて、農業と生物多様性を対立的

に捉える見方がありますが、ＦＡＯは、

農業のような人間の営みは、本来、それ

が適切に行われれば、生物多様性の喪失

を防ぎ、生態系を維持するために貢献で

きるという点を強調しています。

世界に存在する野生種には、将来の品種

改良に有用なさまざまな特質を持った遺

伝子が隠されており、その保全を図るこ

とは、気候変動等の課題に対処しながら、

２０５０年までに７０％増加すると見込ま

れる世界の食料需要を満たすために不可

欠です。そのためには、世界各地の多様

な農業の維持・発展が必要です。特に、

開発途上国において、生物多様性は保全

するだけでなく、生産活動を通じて利用

していくという視点が重要です。

（ＦＡＯ日本事務所長　横山 光弘）

関連ウェブサイト：FAO Newsroom：www.fao.org/
news/story/en/item/46803/icode

関連資料：「The State of the World’s Plant Genetic 
Resources for Food and Agriculture」FAO, 2010

生物多様性と農業

今月 の視点

東・中央ヨーロッパには農業の大きな可能性が秘められている。世界の食料安全保障改善に寄与することも可能だ 
©FAO / Giulio Napolitano

牛疫の根絶が正式に宣言される日
が近づいています。家畜疾病が人
的努力によって根絶されるのは人類
史上初めてのことです。牛疫は、人
間には直接に害を及ぼさないものの、
牛などの有蹄動物を急速かつ大量
に死に至らしめることから、アジア、
ヨーロッパ、アフリカの各地で食料
危機を引き起こしてきました。1989

年に国際獣疫事務局（OIE）が信頼
性の高いウイルス検査を開始し、19 

94年に始まった世界牛疫根絶計画
（GREP）によって各国の連携が進ん
だことで、2001年のケニアでの発
生を最後に牛疫は発生していません。
現在行われている各国からの最終
報告の検討が終わる2011年の半
ばには、根絶が正式に発表される
予定です。（10 / 14、ローマ）

牛疫の根絶との闘い、
最終段階へ

関連ウェブサイト
Progress report on rinderpest eradication efforts 
as of October 2010（pdf）：www.fao.org/ag/
againfo/resources/documents/AH/GREP_flyer.
pdf
The Global Rinderpest Eradication Symposium - 
Agenda：www.fao.org/ag/againfo/home/do 
cuments/GREP_Symposium.pdf
GREP：www.fao.org/ag/againfo/programmes/
en/grep
Deadly cattle plague, once the bane of farmers, 
on its deathbed：www.fao.org/news/story/0/
item/35548

FAOを含む資金拠出機関のネット
ワーク「EastAgri」の呼びかけで、
国際金融機関や開発機関、援助国、
民間企業、各国政府が、東・中央
ヨーロッパと中央アジアにおける農
業の可能性について討議しました。
この地域の土地は大規模な投資が
なくとも増産が可能で、2007年か
ら2008年にかけての世界的な食料
価格高騰を機に農業生産が急速に
拡大しましたが、課題も多く残され
ています。会議では、農業技術や
農業機械の不足といった課題や、
環境保全と収益拡大を両立させる
農業普及の必要性などが確認され
ました。（10 / 13、イスタンブール）

世界の新しい穀倉地帯
――東・中欧と中央アジアの可能性 

関連ウェブサイト
Workshop documentation：www.eastagri.
org/meetings/index.asp?id=42
EastAgri：www.eastagri.org
EBRD：www.ebrd.com
World Bank：www.worldbank.org
The International Fund for Agricultural Devel-
opment（ IFAD）：www.ifad.org



FAO寄託図書館のご案内

所在地
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パシフィコ横浜 横浜国際協力センター5階 
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関連イベント
10月29日、第1回食の新潟国際賞の表彰式
典が行われ、ネリカ米を誕生させたモンティ・
パトリック・ジョーンズ氏、ハイブリッド米を育
成したユアン・ロンピン氏、キノコの遺伝子デ
ータベースを構築した藤森文啓氏が受賞しまし
た。この国際賞は、「世界を救う食のイノベータ
ー」を顕彰するため、新潟市の関係者の尽力に
より創設されたものです。FAO日本事務所の横
山所長は、表彰式の祝辞で、受賞者の功績に
敬意を表するとともに、研究成果をさまざまな
関係者が活用し、農業生産性の向上を図って
いけば、FAOの目指す「飢餓のない世界」の構
築に近づいていくことになる旨述べました。また、
会場では、FAOの写真パネル展が行われ、ア
フリカ、アジアなど世界各地の食料・農業が紹
介されました。

よこはま国際フェスタのブースで、署名に協力くださる来場
者の方  々©FAO / LOJ

10月16-17日、「よこはま国際フェスタ2010」

が象の鼻パーク等で開催されました。2日間で
5万4,000人と予想を上回る来場者が訪れ、
大盛況となりました。FAO日本事務所もブース
を出展し、例年通りの活動紹介やテレフード募
金活動に加え、本年は「10億人飢餓プロジェ
クト」の署名活動を行い、公園という公共の場
ならではの、さまざまな方々から署名をいただく
ことができました。

実りのフェスティバルのブース ©JAICAF

11月12-13日には、第49回農林水産祭「実

関連ウェブサイト
食と花の世界フォーラムにいがた2010：www.shoku 
hana.com

募金は、アジアやアフリカの食料不足の地域で、
貧困農民の食料増産を支援する「テレフード・
プロジェクト」に使用されます。
※ 振替手数料無料。ご寄付は税金控除の対象となります。

郵便振替口座
00140-1-29732
FAO飢餓撲滅草の根募金

テレフード募金にご協力を

りのフェスティバル」が開催されました。全国各
地の特産物の販売や団体の展示が行われ、多
くの人でにぎわうなか、FAO日本事務所もブー
スを出展し、FAOの活動や世界の食料問題を
紹介しました。

国際協力キャリアフェアでセミナー講演を行う松田次長 
©FAO / LOJ

11月13日、国際協力キャリアフェア2010が
開催されました。今年から参加費が有料になっ
たにもかかわらず、のべ816人が参加しました。
ブースでの個別相談では具体的な相談が多く、
参加者の意識の高さがうかがえました。また、

FAO日本事務所の松田次長がセミナー講演を
行い、活動紹介や国際機関への就職に向けて
のアドバイス等を行いました。

関連ウェブサイト
よこはま国際協力・国際交流プラットフォーム：よこはま
国際フェスタ2010：yokohama-c-plat.org/festa2010.
html
日本農林漁業振興会：実りのフェスティバル：www.affs 
kk.jp/sub4.html
国際協力キャリアフェア2010：www.international-car 
eerfair2010.com

本紙の配布について

本紙「FAO Newsletter」は、季刊誌「世界の
農林水産̶FAOニュース̶」とセットでJAICAF

の会員にお送りしています。ご希望の方はJAI 

CAFまでお申し込みください。指定場所でも配
布しています。詳しくはJAICAFウェブサイトをご
覧ください。

FAO日本事務所では、FAOに関する各種情報
をＥメールで不定期に配信しています。ご希望の
方は下記までご連絡ください。

FAO-Japan-Info@fao.org

メールニュース配信のお知らせ

2011.1. 20
国際シンポジウム
「アフリカの飢餓と貧困の撲滅を目指した
農業・農村開発」
基調講演：Godfrey Nzamujo氏
（NGO Centre SONGHAI代表）

報告：冨田沓子氏「アフリカの飢餓と貧困の現状
―私たちの生活との関わり―」
パネルディスカッション：「アフリカの飢餓と貧困の
撲滅を目指して」ファシリテーターに高根務氏（東京
農業大学国際農業開発学科教授）、パネリストに以下6名
を予定。Godfrey Nzamujo氏／吉田千代子氏（ハ
ンガー・フリー・ワールド ウガンダ支部担当）／狩野良昭氏
（JICA農村開発部課題アドバイザー）／中尾洋三氏（味の素
（株）CSR部部長）／スィアウ・オンウォナ・アジマン氏
（東京農工大学准教授）／小山修氏（JIRCAS研究戦略調査

室長）

場所：東京／ JICA研究所
JAICAF主催
農林水産省、FAO日本事務所、JICA後援
※ 同時通訳あり（日・英）

今後の主な活動予定


